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話題の広場

話題の広場中央会事業より
ハミングカード協同組合

ポイントカードの顧客データの
� 活用について考える

7月8日（木）と9日（金）の両日、鹿角市のハミングカード
協同組合（星川由則理事長）を対象に組合活力向上事業が開
催されました。

当組合では、組合員店舗における顧客の購買履歴データ
を蓄積・分析できるシステムを構築し、活用方法に関する
研修会を開催してきましたが、この購買データを十分に活
用できておらず、組合員店舗における利活用が課題となっ
ていました。

そこで、購買データの活用による課題解決に取り組むモデ
ルケースとして組合員企業から酒類やギフト商品等を販売
している株式会社関小市商店と、洋服等のクリーニング事業
を行っている合資会社協和ランドリーえどや本店の2社を対
象に、専門家を招いて個別支援を行うこととしました。

講師に株式会社小室経営コンサルタント代表取締役の小
室秀幸氏を迎え、既存顧客を最新購入日の経過日数や購入頻
度の多少、売上金額の3要素で分類する手法を取り入れ、2社

あきた食品事業マネジメント力
� 講座が開講

7月8日（木）と7月13日（火）、秋田市の秋田県生涯学習セ
ンターにおいて、あきた食品事業マネジメント力講座が開催
されました。

この講座は、県内の食品製造事業者の役員や従業員を対
象に、県外市場への展開を目指すマーケティングノウハウ
や生産性向上等に資する製造管理手法等に関する講座等
の実施により、県内食品製造事業者の事業活動の中核を担
う人材の育成を図ることを目的に、県産業労働部地域産業
振興課食品工業班が主催したもので、本会は運営事務局を
担っています。

当講座には2つのコースがあり、7月8日（木）には、製造マ
ネジメントコースの第1回が開催されました。

講師に、株式会社日本能率協会コンサルティングシニアコ
ンサルタント廣田正人氏を招き、「工場運営の基本とコスト
マネジメント」をテーマに、工場のコスト構造や製造現場で
発生するコスト等についての説明があり、その後、受講者自
らがグループでの実践演習を通じてコスト削減の方法を検
討し、資材使用量の削減や工程の簡略化等により、実際にコ
ストが削減することを確認しました。

廣田氏からは、「まず、自社の製造現場がどのようなコスト

に別々の基準を設定した上で、顧客データを分析し、併せて、
ヒアリングを行い、課題を抽出しました。

抽出された課題からは、常連客や有望客が減り、離反傾向
の客が増えているので、DMやハガキ等のアプローチが必
要となることや、有望顧客へのランクアップのためには提
案型の販売促進を行うことなど、今後の方向性が見えてき
ました。

次回は、講師と事業者がアイデアを持ち寄って、課題解決
に向けた具体的な企画を検討することとしています。

構造になっているのかを確認した後、各作業を分析し、改善
のアイデアを検討・実行することで改善を繰り返すことが
重要である」とのアドバイスがありました。

また、7月13日（火）には、県外展開マネジメントコースの
第1回が開催され、バイヤーから見た地域商品の評価や、マー
ケティングの4Pと6W3H、自社構造分析をテーマにリモー
トで講座が開催されました。

当講座は10月にかけて各コースとも4回開催され、最終回
では両コースの受講者や支援機関等の参加による拡大交流
会を実施する他、過去の修了者を対象に包装不良やHACCP
をテーマとした特別講座を開催する予定です。

［ヒアリングの様子］

［講座の様子］
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新 設 組 合 紹 介

新 理 事 長 紹 介 下記の方が新しく理事長に選出されましたので、ご紹介します。

●会員組合の皆様へ●
本コーナーでは、会員組合の理事長交代について
紹介しております。新しい理事長が選出された場
合は、本会総務企画課（☎018-863-8701）までお
知らせください。

協同組合ニカホノサキ
　　― 共同事業を通じて、にかほの魅力を発信 ―

【組合紹介･PR】

日本海に面し、鳥海山のふもとに広がるにかほ市は、豊かな自然の恩恵を受け、
様々な食材の宝庫となっており、その種類は農産物から水産物まで、多岐にわたっ
ています。

しかし、市民はこの食の豊かさを日頃から当たり前に享受しているため、地元食
材の魅力等を市外の方々に十分に伝えきれていないのが現状です。

そこで、この課題に対して、市内の食品事業者等が連携し、新たな解決策を導き
出せるのではないかと考え、この度、事業協同組合を設立しました。

当組合では、地元食材に独自の加工を行い、付加価値を付けて販売するとともに、
新たなお土産品を作り、外の地域に発信していきたいと考えています。

また、にかほ市民に加え、県内外の方をターゲットに、市内の絶景が臨める場所
などで地元の食材を活かした料理やお酒を楽しんでもらい、にかほの食の恵みを五
感で体験してもらう事業を展開します。この取組を組合員の商品PRや組合の新商
品発売の広報活動につなげることで、にかほの魅力発信を行い、組合員の営業・宣
伝活動を支援します。

組合では、これらの活動を通じて、地域の観光業や一次産業のさらなる発展、事業を利用した組合員の利益アップに
貢献するとともに、地域の魅力を強く発信し、「食の豊かなまち ＂にかほ＂」ブランドの確立に努めてまいります。

どうぞ、宜しくお願い申し上げます。

●所在地
　にかほ市大竹字下後26番地
●代表理事
　國重 咲季
●出資金
　400,000円
●組合員数
　4名
●主な事業
　商品開発及び販売、
　共同宣伝、販売促進
●成立年月日
　令和3年7月21日

秋田県菓子工業組合

感染症対策経営支援事業を開催
7月7日（水）、秋田市のアキタパークホテルにおいて、秋田

県菓子工業組合（塚本高理事長）の感染症対策経営支援事業
が開催され、組合員等11名が出席しました。

昨年から続く新型コロナウイルスの感染拡大は、県内の観
光産業等に大きな影響を与えており、お土産品を製造・販売
している事業者では、売上高が大幅に減少しています。

一方で、コロナ禍により、新たに巣ごもり需要が掘り起こ
されたことで、全国的に内食の売上高が好調に推移している
ことから、個店の魅力向上による来店者数の増加を図ること
を目的に、本研修会を開催しました。

講師に、株式会社アルテ代表取締役時田和幸氏を迎え、「コ
ロナ禍だからこそ来店してもらえるお店になろう～集客力
向上手法～」をテーマに、どう売上を上げていくか、個店の
魅力をアップするには具体的にどうすればよいか、個人演習

を交えながら講演が行われ、お金をかけずに今すぐにできる
お店の周知方法として、Googleマイビジネスが紹介されま
した。

時田氏は、「コロナ終息後に向けて今何をすべきか考える
ことが必要であり、取り組むことにより、魅力あるお店に
なっていく。できることから一つ一つ取り組んでほしい。」と
アドバイスしました。

今後は、9月にPOP等の販促ツールをテーマに研修会を開
催し、組合員の売上増加を目指すこととしています。

本荘総合地方卸売市場協同組合
（由利本荘市）� 理事長　中川　豊子 さん
組合員名  株式会社本荘丸中魚市場
役　　職  代表取締役社長　 改  選  日  令和3年5月18日

國重理事長

［研修会の様子］
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アラカルト
a La carte

　　　　　　　　　あきた食のチャンピオンシップ2021
（主催：県観光文化スポーツ部秋田うまいもの販売課、共催：
本会、（一社）秋田県観光連盟ほか）が開催され、秋田県の新
たな特産品が決まりました。

あきた食のチャンピオンシップは、本県の魅力を活かした
特産品を発掘するため、2015年より毎年開催しています。

審査の対象となるのは過去2年以内に開発・改良された商
品であり、今回は、コロナ禍を反映して、巣ごもり需要を意
識した商品が多く出品されました。

加工品、菓子・飲料部門をあわせて88点の応募があった
中から、最高賞である金賞〈秋田県知事賞〉には株式会社ツ
バサ（秋田市）の「きりたんぽラーメン 比内地鶏醤油味」が
選ばれた他、秋田県中小企業団体中央会会長賞である加工品

部門 奨励賞には、株式会社秋田まるごと加工（秋田市）の「秋
田ふぐオイル漬け ゆずこしょう七味」が選ばれました。

なお、受賞商品は次のとおりです。

金賞〈秋田県知事賞〉
  「きりたんぽラーメン 比内地鶏醤油味」

� 株式会社ツバサ（秋田市）

銀賞〈秋田県知事賞〉
●加工品部門
  「比内地鶏と香り舞茸の出汁釜飯」

� 合同会社三吉フーズ（大仙市）

●菓子・飲料部門
  「朝摘みいちじくパイ5個入」

� パティスリー白川（にかほ市）

奨励賞〈秋田県中小企業団体中央会会長賞〉
●加工品部門
  「秋田ふぐオイル漬け（ゆずこしょう七味）」
� 株式会社秋田まるごと加工（秋田市）

奨励賞〈一般社団法人秋田県観光連盟会長賞〉
●菓子・飲料部門
  「秋田味噌せんべい」� 秋田いなふく米菓株式会社（秋田市）

奨励賞〈秋田県の観光と物産展実施協議会会長賞〉
●菓子・飲料部門
  「ブドウジュース『ワインに恋するブドウたち』」

� TOYOSHIMA FARM（由利本荘市）

受賞商品は、秋田市のアトリオン地下1階の秋田県産品プ
ラザでお買い求めいただけます。

商品については、秋田県産品プラザを運営している株式会
社秋田県物産振興会へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
株式会社秋田県物産振興会　TEL：018-836-7830
ホームページ：http://www.a-bussan.jp

社会貢献活動を積極的に行っている秋田県遊技業協同組合（松岡信吉理
事長）では、この度、寄付金10万円を一般社団法人フードバンクあきた（林
多実代表理事）に贈りました。

県庁で行われた贈呈式では、松岡理事長が林多実代表理事に目録を手渡
しました。

松岡理事長は「食品を必要とする方に、必要な時にお渡しできるよう、
有効にお使いいただきたい」と話しています。

寄付金は、生活に困窮している方等に食品を届ける際の梱包費用などに
充てられる予定です。

秋田県の新たな特産品が決定
［あきた食のチャンピオンシップ2021］

フードバンクあきたに10万円を寄付� ［秋田県遊技業協同組合］

［目録を手渡す松岡理事長（左）］

［奨励賞〈本会会長賞〉秋田ふぐオイル漬け（ゆずこしょう七味）］

［金賞〈秋田県知事賞〉きりたんぽラーメン 比内地鶏醤油味］
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支援団体

�活動レポート あきた食品振興プ
ラザ（佐藤正明会長、
会員105名）の令和3

年度通常総会が書面にて開催され、会員66名から書面
議決書が提出されました。

総会では、令和2年度事業報告及び収支決算をはじ
め、全議案が原案どおり承認・可決されました。

今年度は、新型コロナウイルスの感染状況を考慮し
ながら、人材育成のための研修会や商品開発・改良等
への助成事業の他、販路開拓支援事業として、新たに 

展示会や見本市等への出展費用を助成し、国内での販
路開拓を支援することとしています。

秋田県中小企業組合士会（堀川深雪会長）の令和3年
度伝達式、表彰式及び通常総会が7月26日（月）、秋田
市のパーティーギャラリーイヤタカで開催され、会員
をはじめ21名が出席しました。

通常総会に先立ち行われた伝達式と表彰式では、新
たに中小企業組合士に認定された1名に認定証書が伝
達された他、組合士会会長表彰として、功労者3名と優
良会員3名がそれぞれ表彰されました。

引き続き行われ
た総会では、令和
2年度事業報告書
及び収支決算書を
はじめ、全議案が
原案どおり承認・
可決されました。

今年度は、研修会等を予定していますが、昨年度に引
き続き、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえなが
ら、各事業を実施することとしています。

伝達・表彰された方々は次のとおりです。

◉中小企業組合士認定証書伝達
石井 智之（秋田県中小企業団体中央会）
◉秋田県中小企業組合士会会長表彰
〈組合士会功労者表彰〉
佐藤 章二 氏（秋田県中古自動車販売商工組合）
船木 智子 氏（秋田県電気工事工業組合）
木村 慎次 氏（協同組合横手卸センター）
〈優良会員表彰〉
加藤 友和 氏（秋田県生コンクリート協同組合）
林崎 宏仁 氏（秋田地区合板事業協同組合）
中泉 涼子 氏（秋田県電気工事工業組合）

令和3年度通常総会を開催
� 〜あきた食品振興プラザ〜

令和3年度伝達式、表彰式及び通常総会を開催
� 〜秋田県中小企業組合士会〜

秋田県
「～大変革の時代～新秋田元気
創造プラン」策定に係る意見募集
県では、令和4年度～令和7年度の新たな県政運営の指針

となる「～大変革の時代～　新秋田元気創造プラン」の策
定を進めています。
「将来、秋田県にはこうなってほしい」、「県にはもっと○

○に力を入れて取り組んでほしい」など、県への意見・提
案を募集します。ぜひ、率直なご意見・ご提案をお寄せく
ださい。

いただいたご意見等は、新たな県政運営指針の策定にあ
たっての参考とさせていただきます。

◆意見の提出方法
�電子回答フォームで意見の提出、もしくは募集用紙に記
入のうえ、電子メール、郵便、ファクシミリのいずれかの
方法で提出してください。ご意見・ご提案の提出先につ
いては、以下をご覧ください。
◆郵送先
　〒010-8570　秋田市山王四丁目1番1号

秋田県企画振興部総合政策課　計画・評価班あて
◆FAX　018-860-3873
◆メールアドレス　seisaku＠pref.akita.lg.jp

【お問い合わせ先】
秋田県企画振興部　総合政策課
TEL：018-860-1212　FAX：018-860-3873

［令和2年度事業より：研修会］

［通常総会の様子］

新秋田元気創造プラン 検索詳しくは詳しくは
こちらこちら
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秋田県
「秋田ICTフェア2021」
出展者募集について
県では県内の企業や自治体等と、先進技術に関する製

品やサービスを保有するICT企業とのマッチングの場の
提供や、県民の先進技術に関する理解促進を目的とし
て、秋田ICTフェア2021を開催します。

開催にあたり、このイベントの展示ブースへ自社の製
品等を展示していただける出展者を募集します。

◆開催日
令和3年11月28日（日）午後1時～午後6時
令和3年11月29日（月）午前10時～午後5時

◆会　場
秋田拠点センターALVE（アルヴェ）きらめき広場

◆出展者の募集スケジュール
出展者公募　　令和3年8月26日（木）午後5時まで
審査結果通知　令和3年9月上旬
出展者説明会　令和3年9月中旬

◆出展料
�無料（※ただし、出展等に係る費用は出展者側で負担
願います。）

【お問い合わせ先】
秋田デジタルイノベーション推進コンソーシアム
事務局
　秋田県企画振興部デジタル政策推進課
　調整・デジタルトランスフォーメーション推進班
　TEL：018-860-4271　FAX：018-860-4208

秋田県
秋田県人格のない社団等
事業継続支援金の
申請受付期間を延長します
県では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等によ

り、経営状況が悪化している人格のない社団等（みなし
法人）の事業継続を支援するため、事業全般に広く使え
る支援金を支給します。

人格のない社団等とは
　法人税法（昭和40年法律第34号）第2条第1項

第8号に規定する「法人でない社団又は財団で代

表者又は管理人の定めがあるもの」のことです。

【例】農産物直売所、食品加工所、観光協会など

◆支給要件
①�秋田県内に本店又は主たる事務所を置き、令和元年

以前から収益事業を行い、秋田県内の納税地を所轄
する税務署長あてに法人税等の申告を行っており、
今後も事業を継続する意思があること。

②�新型コロナウイルス感染症の影響等により、令和2
年度の事業収入が、令和元年度の事業収入と比較し
て20％以上減少していること。

③�代表者又は管理人、構成員等が、秋田県暴力団排除
条例第2条第1号に規定する暴力団、同条第2号に規
定する暴力団員に該当せず、かつ将来にわたっても
該当しないこと。また、上記の暴力団及び暴力団員
が申請事業者の経営に事実上参画していないこと。

◆支給額
令和元年度の事業収入－令和2年度の事業収入
※上限額50万円

◆申請受付期限
令和3年9月30日（木） 当日消印有効
※申請受付期間を延長しました。

◆申請方法
郵送にて受け付けます。
※�支給要綱及び申請書類様式は県ウェブサイトの産

業労働部産業政策課のページからダウンロードで
きる他、産業政策課（県庁第二庁舎3階）にも設置し
ています。

〔申請先〕
〒010-8572  秋田市山王三丁目1-1
秋田県産業政策課
秋田県人格のない社団等事業継続支援金　申請受付
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出展申込方法等、募集の詳細についてはこちら出展申込方法等、募集の詳細についてはこちら

【お問い合わせ先】
秋田県産業労働部産業政策課　企画班
TEL：018-860-2214
受付時間：午前9時～午後5時（平日のみ）


